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アジェンダ

• 自己紹介

• 今回やること

• Matterとは

• ZephyrとMatter

• ボードへのMatterをポーティングの模様 (もちろんOSはZephyr）



今回やること

・ZephyrでMatterを動かしたい

Matter



MATTERとは

・CSA (Connectivity Standards Alliance)が

策定したスマートホーム向けの通信プロトコル

・マルチベンダー 

異なるメーカーの機器でも同じプロトコルで制御できる

・高いセキュリティ

・最近のプロトコルで急速に普及している



MATTERでできることの一つ

家電の制御 (例 スマートスピーカーからの照明制御)

電気点けて ピカぁ

Matterで通信



MATTER いろいろな機器をMATTERで

Matter SDKのexampleから



MATTER SDK

githubでconnectedhomeipが公開されています。

https://github.com/project-chip/connectedhomeip/

https://github.com/project-chip/connectedhomeip/
https://github.com/project-chip/connectedhomeip/
https://github.com/project-chip/connectedhomeip/


MATTER SDKの中のZEPHYR

あります。connectedhomeipのexample以下をfind

(./lighighting-app/zephyr_boardsは私が今回追加)

これ以外もnordicがzephyr (次のページ)

Zephyr_boardsは追加したディレ
クトリで元のサンプルにはない



MATTER SDKの中のZEPHYR



今回やること、そのモチベーション

↓以外のメーカーのSoCを採用したボードでMatterが動くか

確認してみた。ポーティングし易いかな。

趣味の活動なので機能最小限で、実用考えなくて、楽しんでやれればいい。



MATTERの構成

出展 https://github.com/project-chip/connectedhomeip/

https://github.com/project-chip/connectedhomeip/
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作業前に見通し？

ZEPHYRはRTOS, TCP/IP, セキュリティ載っている、nxp, Nordic, silabs, realtekの
作例あるし、やれるだろう …. と思ってました。



今回のターゲットボード

Nucleo H563ZI

もちろんZephyrに対応しているボードでETHERNETが動作する

Zephyrのボード説明ページ
https://docs.zephyrproject.org/latest/boards/st/nucleo_h753zi/doc/index.html



ビルド・デバッグ環境

WSL上のUbuntu24



ターゲットアプリ

lighiting-app

照明制御のアプリケーション



というわけで、
ポーティング作業開始



まずはざっくり、MATTR SDKのZEPHYRに
関連する個所を把握

connectedhomeip/config/zephyr …. ビルドに使うファイルたち



まずはざっくり、MATTR SDKのZEPHYRに
関連する個所を把握

exampleの下のzephyrを使っているメーカーのサンプル

これらを参考、マネしよう (+ nrfconnect = NORDICも)



ポーティング ～ ビルド成功までの道のり ～

・zephyr_boardsディレクトリを作成

・CMakeList.txt, Kconfig, prj.conf、src/を作成

・src/の下にinclude/とC++のソースコードを作成

・includeの下にヘッダファイルを作成



ポーティング ～ ビルド成功までの道のり ～
・silabs, relateck, nrfconnectを参考に各ファイルの内容を書いていく

主に各ベンダーに依存しているところを避ける
例 CMakeList.txtのlistの記述
Silabs

zephyr_boards (今回のポーティング)

ここはもとからある

silabs -> zephyrへ変更



ポーティング ～ ビルド成功までの道のり ～
・silabs, relateck, nrfconnectを参考に各ファイルの内容を書いていく

主に各ベンダーに依存しているところを避ける
例 CMakeList.txtのlistの記述
Silabs

zephyr_boards (今回のポーティング)

ここはもとからある

silabs -> zephyrへ変更



ビルド
・source zephyrproject/zephyr/zephyr-env.sh

・cd connectedhomeip (connectedhomeipを展開したディレクトリ)
source scripts/activate

・cd examples/lighting-app/zephyr_boards
west build -b nucleo_h563zi . -p



ビルド
うまくいくと↓のようにビルドが完了する

が、そんなにあっさりはいきませんでした。(次のページへ続く)



ビルド
Linkでundefined symbolが沢山でてくるので地道にgrepかけてシンボル
の関数、メソッドを特定し、どうやったらコンパイル対象になるか調べる

特にmbedTLSのものが多かった。

対策としてprj.confにいろいろ定義していく。



FLASHメモリへ書き込み実行
ビルドが完了すると、いよいよボードへプログラムが書き込めます。
west flash コマンドを実行します。

書き込みが完了すると書き込んだプログラムが実行されます….が
最初から綺麗には動きません。いろいろと調整が必要です。



動かない原因 リソース不足 スタックサイズ
スタックをまぁまぁ使います。
よくStack overflowが発生して終了します。(スクリーンショットはなし)

prj.confに各スレッドのスタックサイズを設定するCONFIGを書きます。



動かない原因 リソース不足 ヒープサイズ
スタックと同じで多めに取りました。
connetedhomeipでC++つかってる影響もあるかも

prj.confに設定します。



動かない原因 リソース不足 その他
EVENTFDの数も足りませんでした。



動かない原因 NVS 
Non-Volatile Storage(NVS)も使います。(Matterの設定を保存します。)

boards/nucleo_h563zi.overlay

Zephyrのソース
zephyr/boards/st/nucleo_h563zi (ここは変更しない



動かない原因 MDNS (MULTICAST DNS) 
connectedhomeip/config/zephyr/chip-module/CMakeLists.txt

ここが有効になっていた

ここを有効にしたい
CONFIG＿CHIP＿ETHERNETがいる

prj.confへCONFIG_CHIP_ETHERNETを定義



だいたい以上のようなかんじの
対策でいっけん動いているように
みえる、次は通信相手と通信し
てみます。

初期化 コミッショニング
照明デバイス
としての通信

ここまで完了

通信相手(コントローラ)との通信

ここから遠隔操作、状態が取得できる



コミッショニング
開発したプログラムが動作しているボードをネットワーク(ファブリック 

–セキュア通信できる環境）へ登録します。

Google Homeからデバイス(ボード)を追加してみます。



動きませんでした。



コミッショニング 通信相手を変更
Google Home、何故失敗したか出力してくれないので、
通信相手を変更
chip-toolというMatterをデバッグするためのツールを使いデバッグを継続



コミッショニング 通信相手を変更

chip-tool

(コマンドラインツール)

Matter通信
(コミッショニング)



1つ原因が分かった – CSRの生成
CSR (Certificate Signing Request)を生成できていない。
原因探ってみると、mbedTLSのコンフィグレーションで無効になっていた。

prj.confへMBDTLSの定義を調整



1つ原因が分かった – CSRの生成
ビルドかけてみるが….

丁寧にコードの中で依存関係を指摘してくれる。(コンパイルでエラーになる)



1つ原因が分かった – CSRの生成
CONFIGでは定義できない、コンパイルオプション(-Dオプション)でダイレク
トに定義する。

対策
prj.conf

これでこの件は解決！



2つ目の原因が分かった – 時刻
証明書の検証で時刻を使うはず。
正確な時刻をZephyr & その上のconnectedhomeipへ知らせていないので
は？。

こんなエラーが出てた



対策を考えてましたが、
本日を迎えました。



2つ目の原因が分かった – 時刻
証明書の検証で時刻を使うはず。
正確な時刻をZephyr & その上のconnectedhomeipへ知らせていない。

こんなエラーが出てた



コミッショニングのどこまで進んでいる？
Sigma3というメッセージが表示されています。



コミッショニングのどこまで進んでいる？

Matterの仕様書を確認

引用 : Matter Specfication 1.3

今このあたり



全体でみると

初期化 コミッショニング
照明デバイス
としての通信

ここまで動いている

通信相手(コントローラ)との通信

ここから遠隔操作、状態が取得できる



まとめ
• 結果的にNUCLEO H753ZIでMatterを動かせなかったが…

• 超えるべきハードルはいくつかあり、一つづつ解消していけば
ゴールへ近づいている実感はある。



目指しているゴール



ご清聴ありがとうございました！
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